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平成 23年 3月 9日

人間発達文化学『人と文化のエデュケーターをめざして──福島大学・人間

発達文化学類の挑戦 2005-2010』の出版について

2004年全学再編によって、教育学部から再編された人間発達文化学類の 6年間の歩みと、
中期目標中期計画第２期の課題をまとめた同書が、3月 13日（日）に発刊する運びとなり
ました。この本は、2001年に教育学部が発行した『21世紀の教師教育を考える 福島大学
からの発信』（八朔社）の続編に位置するもので、教師教育を含めた人材育成について詳細

に記されています。

当学類の教育目的や人材育成の目的を、さらに、斬新な学類の名称とそこに秘められた

大いなる＜挑戦＞を、もっと広く地域社会に丁寧に説明することをアドバイスくださる声

が聞かれます。

この出版物の中には、

○ 教育学部から人間発達文化学類へ再編した理由、またその背景

○ 人間発達文化学類が目指した人材育成の姿 
○ 教育課程や組織のしくみ

○ 受験生や学生から支持されている理由

○ 高い教員採用率を維持するしくみ

○ 地域貢献及び大学院

○ これまでの総括と今後の課題

が詳細に記されており、学生や卒業生の声もたくさん反映されております。

ぜひ、地域の皆様方や高校の先生方に手にとってお読みいただきたいと思います。

一般の書店で販売することはいたしませんが、ご希望の方は人間発達文化学類支援室

（TEL024-548-8101）までお問い合わせください。


